
持 続 可 能 な 脱 炭 素 社 会 の 実 現 の 宣 言 に 関 す る 決 議  

 

地 球 温 暖 化 が 進 ん で い る こ と は も は や 疑 う 余 地 が な く 、 私 た ち は 、 か つ て 経 験

し た こ と の な い よ う な 気 候 の 変 化 に 直 面 し て お り 、 本 市 に お い て も 集 中 豪 雨 に よ

る 浸 水 や 猛 暑 に よ る 熱 中 症 の リ ス ク の 増 大 等 が 懸 念 さ れ て い る 。  

地 球 温 暖 化 に 対 処 し 、 経 済 、 社 会 の 持 続 可 能 な 発 展 を 図 る た め に は 、 気 候 変 動

の 原 因 と な る 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 を 抑 制 す る 緩 和 策 に 全 力 で 取 り 組 む こ と は も

ち ろ ん 、 既 に 起 こ り つ つ あ る 、 ま た は 起 こ り 得 る 気 候 変 動 の 影 響 に 対 応 し 、 自 然

や 社 会 の あ り 方 を 調 整 す る こ と に よ り 、 被 害 の 回 避 、 最 小 化 を 図 る 適 応 策 に 取 り

組 む こ と が 重 要 と な っ て い る 。  

一 方 、「 誰 一 人 と し て 取 り 残 さ な い こ と 」 を 基 本 理 念 と す る 持 続 可 能 な 開 発 目

標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） が 、 平 成 27年 ９ 月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ 、 全 て の 国 の 政 府 や

市 民 、 企 業 な ど が 連 携 し 、 気 候 変 動 へ の 対 策 な ど 17の ゴ ー ル ・ 1 6 9の タ ー ゲ ッ ト

の 達 成 に 向 け て 、 取 り 組 み を 進 め る こ と が 国 際 的 に 合 意 さ れ て い る 。  

ま た 、昨 年 末 に 開 催 さ れ た 国 連 気 候 変 動 枠 組 条 約 第 24回 締 約 国 会 議（ Ｃ Ｏ Ｐ 24）

で は 、 京 都 議 定 書 に か わ る 法 的 拘 束 力 を 持 つ 新 た な 枠 組 み と し て 平 成 27年 12月 に

国 連 で 採 択 さ れ た パ リ 協 定 に つ い て 、削 減 目 標 の 設 定 や 達 成 状 況 の 検 証 方 法 な ど

各 国 共 通 の ル ー ル が 採 択 さ れ 、 脱 炭 素 化 に 向 け た 国 際 的 な 仕 組 み が 確 立 さ れ つ つ

あ る 。  

Ｃ Ｏ Ｐ 24で は 、 気 候 変 動 対 策 が 地 域 内 の 経 済 循 環 を 活 性 化 さ せ る こ と や 、 都 市

と 地 域 と の 連 携 に よ る 地 域 循 環 共 生 圏 を 構 築 す る こ と の 重 要 性 に つ い て 議 論 さ

れ る な ど 、脱 炭 素 化 に 向 け て は 、と り わ け 都 市 の 役 割 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。

政 府 の み な ら ず 、 横 浜 市 の よ う な 大 都 市 を 初 め と し た 地 方 自 治 体 や 企 業 、 非 政 府

組 織 の 役 割 が 今 後 ま す ま す 大 き く な っ て い く こ と は 間 違 い な い 。  

昨 年 、 横 浜 市 は 、 国 か ら Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 に 選 定 さ れ る と と も に 、 パ リ 協 定 や

そ の 後 の 世 界 の 潮 流 等 を 受 け 、 横 浜 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 を 改 定 し 、 2050年

も 見 据 え て 「 今 世 紀 後 半 の で き る だ け 早 い 時 期 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 実 質 排 出 ゼ

ロ （ 脱 炭 素 化 ） -Zero Carbon Yokohama- の 実 現 」 を 地 球 温 暖 化 対 策 の 目 指 す 姿

（ ゴ ー ル ） と し た 。 実 行 計 画 で 掲 げ た 脱 炭 素 化 は 、 経 済 、 社 会 構 造 の 大 き な 変 革



を 伴 う こ と か ら 、 環 境 、 経 済 、 社 会 課 題 の 同 時 解 決 を 図 る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 視 点 を 重 視

し た 取 り 組 み を 推 進 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

特 に 、 横 浜 市 は 、 日 本 で 最 大 の 人 口 を 有 す る 政 令 指 定 都 市 と し て 、 世 界 の 脱 炭

素 化 の 潮 流 の 中 で 、 温 暖 化 対 策 に 取 り 組 む 責 務 が あ る 。 ゴ ー ル に 掲 げ る 温 室 効 果

ガ ス 実 質 排 出 ゼ ロ を 達 成 す る た め に は 、エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 現 状 か ら 大 幅 に 減 少

さ せ る と と も に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 や 水 素 エ ネ ル ギ ー の 利 活 用 を 推 進 す

る な ど 、 緩 和 策 の 強 化 が 不 可 欠 に な る 。 こ れ ら を 踏 ま え 、 昨 年 末 に 全 会 一 致 で 採

択 し た 横 浜 市 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 は 、市 内 で の 低 炭 素 電 気

の 普 及 の 促 進 を 目 的 と し た 制 度 の 導 入 や 気 候 変 動 適 応 に 関 す る 取 り 組 み に つ い

て 明 記 す る な ど 、 緩 和 策 と 適 応 策 の 両 輪 で 地 球 温 暖 化 対 策 の さ ら な る 強 化 を 進 め

る 内 容 と し て い る 。  

さ ら に 、 昨 今 、 投 資 家 な ど が 企 業 の 環 境 、 社 会 、 企 業 統 治 に 対 す る 姿 勢 を 評 価

し 、 融 資 す る 、 Ｅ Ｓ Ｇ 金 融 を 拡 大 さ せ て い る こ と な ど に よ り 環 境 経 営 の 重 要 性 が

増 し て い る 中 、 実 行 計 画 に 定 め る 豊 富 な 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の ポ テ ン シ ャ ル を 有

す る 地 域 と の 広 域 連 携 な ど の 推 進 に よ っ て 、 環 境 と 経 済 の 好 循 環 が 生 ま れ 市 内 企

業 の 競 争 力 の 強 化 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ る 。  

よ っ て 、 横 浜 市 は 、 現 在 、 内 外 の 地 球 温 暖 化 対 策 が 歴 史 的 な 転 換 点 を 迎 え て い

る こ と を 強 く 認 識 し た 上 で 、 横 浜 の 豊 か な 環 境 を 私 た ち の 子 孫 の 時 代 で あ る 未 来

へ 引 き 継 ぐ た め に 、 3 7 4万 人 の 市 民 が 2 0 5 0年 も 見 据 え て 温 室 効 果 ガ ス 実 質 排 出 ゼ

ロ と い う 高 い 目 標 を 共 有 し 、 一 丸 と な っ て 持 続 可 能 な 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け て

挑 戦 し て い く こ と を 宣 言 す る 。  

以 上 、 決 議 す る 。  

 

   平 成 31 年 ２ 月 19 日  

 

 横 浜 市 会    


